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（ 3 ） 隅谷三喜男『日本石炭産業分析』岩波書店，1968 年，高村直助『日本紡績業史序説』上下，塙書
房，1971 年，石井寛治『日本蚕糸業史分析』東京大学出版会，1972 年，大石嘉一郎『日本産業革命
の研究』上下，東京大学出版会，1975 年など。
（ 4 ） 武田晴人「1920 年代史研究の方法に関する覚書」『歴史学研究』第 486 号，1980 年，橋本寿朗『大
恐慌期の日本資本主義』東京大学出版会，1984 年。
（ 5 ） もっとも，戦間期研究を大きく前進させた武田晴人の関心は，新しい時代を代表するサラリーマン
などの生活にみられた，都市部を中心とする消費の変化を無視したものではまったくなかった。武田












（ 7 ） 経済政策については，三和良一『戦間期日本の経済政策史的研究』東京大学出版会，2003 年。
（ 8 ） 山崎広明『日本化繊産業発達史論』東京大学出版会，1975 年，橋本寿朗『戦間期日本の産業発展
と産業組織Ⅰ戦間期の造船工業』東京大学出版会，2004 年，同『戦間期日本の産業発展と産業組織
Ⅱ重化学工業化と独占』東京大学出版会，2004 年，長谷川信「1920 年代の電気機械市場」『社会経済
史学』第 45 巻 4 号，同「1920 年代の電気機械工業」『歴史学研究』第 486 号，1980 年，岡崎哲二
『日本の工業化と鉄鋼産業』東京大学出版会，1993 年，沢井実『日本鉄道車輌工業史』日本経済評論
社，1998 年など。














（13） 橋本寿朗編『20 世紀資本主義Ⅰ技術革新と生産システム』東京大学出版会，1995 年，東京大学社















出版会，2005 年，同「産業革命期の需要構造と産業構造―『日本史講座 8 巻 6 章〔産業構造と金融













（28） 橋本寿朗「経済成長の時代」，前掲『20 世紀システム 2 経済成長Ⅰ基軸』。














朗『日本経済論』ミネルヴァ書房，1990 年，第 2 章。
（34） 武田晴人『脱・成長神話』朝日新書，2014 年。
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たマーケティング戦略―」『経営史学』第 45 巻第 4 号，2011 年，同「成熟市場をめぐるヤマハ鍵
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 The recent Japanese economic history study pays attention to a role of the consumption. 
However, because these studies lacked in interest to consider the perspective of the times, 
they did not analyze whole image of Japanese high economic growth era and after this era 
from 1970’s to 1980’s. We pay attention to the way of individual consumption as well as popu-
lar consumption. It will be useful we take up music industry, and to analyze. However, the 
study on past music industry becomes incomprehensible, because these studies did not reflect 
the market analysis and a labor process that were the methodology that a Japanese economic 
history study cultivated. I want to show the methodology of the music industry analysis.
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